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おわりに 
 
本ガイドラインは平成 17 から 19 年度の 3 カ年にわたって行われた「藻場・干潟生産力等改善

モデル事業」の一環として作成されたものです。本事業では、①過去の調査研究の集約と整理、

②新たな調査研究、③パイロット事業による実証、という 3 つの柱を推し進め、これらから集積

されてくる情報はガイドラインを作成するという目標のもと検討委員会そしてその下部組織であ

るワーキンググループ会合によって検討、吟味されました。検討委員会では、ガイドラインとは

何かといった議論に始まり、将来的に研究者サイドだけでなくより現場に近い方々にも役立つよ

うな内容・構成にするにはどうすべきか、といった話し合いが積み重ねられました。当初は 2 年

間の調査・研究と検討、残りの 1 年でガイドラインの取り纏め、という計画でしたが、それでは

間に合わないだろうとの予測の元に、検討委員会で議論を進めながら、2 年目から委員以外の専

門家にも執筆を依頼し作成を開始しました。設計図もなくブロックを積み上げて家を建築するよ

うな綱渡り的作業でしたが、結局は 2 年間でようやく形にできたというのが実感です。全体イメ

ージができていない状態での原稿作成は執筆者にとってかなりの負担だったように思います。検

討委員そして執筆者の努力はもちろん、本ガイドラインは下に列記しましたように多くの方々、

関係諸機関からいただいた貴重な情報・資料そして県によるパイロット事業なくしては完成でき

ませんでした。さらに、我々が行った現地調査にも、漁業者から地方研究機関の方々に多大な協

力をいただくとともに便宜をはかっていただきました。事務局一同、深く感謝いたします。 
本事業は 19 年度で終了し、ガイドラインとしてその成果物をここに提出いたしますが、干潟二

枚貝の動態については未解明の部分が多く残されています。本ガイドラインは干潟の資源と環境

状態をどのように把握するか、資源や環境に問題があった場合にはどのような原因が想定できる

か、それらへの対応策そして資源管理方策を示したものです。干潟の顔は場所ごとで大きく異な

るため、本ガイドラインがマニュアルとして機能するというよりも、むしろ、現場での創意工夫

のための基礎となるものと考えます。今後も多くの調査・研究が行われ、新たな知見が得られて

ゆくことでしょう。本ガイドラインがそれらの調査・研究に対してひとつの礎になることを願っ

てやみません。 
事務局長：張 成年（中央水産研究所） 
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